
令和８年度 学級経営計画 

第 3学年 E組 
学級担任 齊藤 祐介   

１ 学級経営目標 

⚫ 「自らを律する心をもつ」・・・自らをコントロールする心を醸成する。 

⚫ 「自他共存」・・・・・・・・・支え合いを大切に、仲間を思う心を育む。 

⚫ 「凡事徹底」・・・・・・・・・・積み重ねを重んじ、よい行いを習慣化する。 
 

２ クラス目標（生徒が話し合いで決めたもの） 

   「桜梅桃李」～共に咲き、共に輝く～ 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

○ 学習に集中し、主体的に取り組ませ

る。 

○ 学び合いを通じ、成長させる。 

 毎朝の読書で落ち着いた雰囲気づく

りをし、授業に集中できる環境を整え

る。 

 まずは自分でよく考える。考えたものを

他者と比べ、再度自身に戻していく。 

道徳教育 
○ 他者の考えを尊重し、互いに認め合

おうとする心をもたせる。 

 授業においては、生徒の考えを否定せ

ず、受け入れ、つなぐ役割に徹する。 

 他者の考えを聞く際のよい雰囲気づく

りに努める。 

キャリア教育 

（進路学習） 

○ 自らの言葉で自身の未来を語り、自

分の進路を切り拓く力をつけさせる。 

 普段の会話の中で進路について触れ

つつ、学校見学や入試についての具

体的なアドバイスを行う。 

生活指導 

○ 学校や社会のルール等への規範意

識をもたせる。 

○ 生徒の変容に対して、柔軟かつ迅速

に対応する。 

 石神井西中のルールや社会のルール

等、規範意識をもたせる指導を行う。 

 「忘れないぞう」を活用し、生徒理解に

努め、指導に生かす。 

特別活動 
○ 生徒が自主性を育み、達成した喜び

を感じられるように活動を支援する。 

 失敗を受け入れ、次にどうするべきか

を考えさせ、できるだけ自分たちの力

で活動できるように見守る。 

保護者との連携 

○ 報告・連絡・相談を密にし、生徒の成

長や進路実現に向けて共に支援す

る。 

 Sigfyを活用し、保護者と学校とが同

じ指導方針をもつようにする。 

 保護者の相談や訴えに早期に対応し、

真摯に受け止め、共に考えていけるよ

うにする。 

 


